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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 42,735 △25.3 3,419 △49.9 3,175 △48.8 1,469 △64.9

23年3月期第3四半期 57,204 21.8 6,824 87.7 6,207 74.5 4,182 69.2

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 133百万円 （△90.2％） 23年3月期第3四半期 2,957百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 23.40 ―

23年3月期第3四半期 66.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 65,203 49,289 71.6
23年3月期 66,813 50,552 72.0

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  46,665百万円 23年3月期  48,104百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 10.00 ― 7.50 17.50
24年3月期 ― 10.00 ―

24年3月期（予想） 7.50 17.50

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,000 △22.1 5,000 △38.4 4,700 △37.0 2,200 7.9 35.20

simkeiri
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４
ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
（四半期決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法） 
決算補足説明資料は、平成24年１月24日（火）に当社ホームページに掲載する予定です。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 62,954,924 株 23年3月期 62,954,924 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 459,702 株 23年3月期 103,699 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 62,777,709 株 23年3月期3Q 62,851,342 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の混乱から徐々に景気回復の兆しが

見られたものの、米国経済の低迷や欧州における金融不安による急激な円高の進行、後述のタイ国大洪

水の影響など、経営環境は一転して厳しい局面を迎えるに至りました。 
こうした情勢の中、当社グループは、事業構造改革等の経営改善に取組むとともに、主力マーケット

であるカメラ関連事業において、小型・軽量さが人気を集めているミラーレス・タイプをはじめ好調に

推移しているデジタル一眼カメラ向け製品等を積極的に展開することで、売上基盤の拡充を図ってまい

りました。 

更に今後の成長市場である“省エネ・エコ”、“安心・安全”、“健康・医療”などの分野へ“ハーフプ

ライス”、“軽薄短小”といったマーケット・ニーズに応え得る競争力のある製品を開発し、新規参入に

努めるとともに新興国をはじめとするグローバル営業展開を加速するなど、事業領域の拡大に向けた取

り組みをしております。 

しかしながら、１０月のタイ国大洪水により当社連結子会社（日本電産コパル・タイランド株式会社）

も工場棟が浸水し、一時的に操業停止を余儀なくされたことなどにより大幅な減収・減益となりました。 

今後は、こうした大規模自然災害リスクをも踏まえて、更なる国内外事業所の再編（海外生産体制の

再構築、国内事業所の統合、海外拠点への生産・機能移管等）や生産性向上（自働化・省人化）、部品内

製化や購入部材のコストダウンによる材外費率の改善など事業活動全般にわたる構造改革を推し進め、

企業体質の強化に努めてまいります。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は 427 億 35 百万円（前年同期比 25.3％
減）、営業利益は 34 億 19 百万円（前年同期比 49.9％減）、経常利益は 31 億 75 百万円（同 48.8％減）、

四半期純利益は 14 億 69 百万円（同 64.9％減）となりました。 
   

セグメントの実績は、次のとおりであります。 

 

   ①光学電子機器関連事業 

光学機器関連は、第 1 四半期に東日本大震災による消費者の買い控えや生産活動におけるサプライチ

ェーンの寸断等がカメラ業界にダメージを与え、当社グループもその影響を受けましたが、第２四半期

にはミラーレス一眼カメラ製品を中心に再び伸長に転じ、コンパクト型カメラ用シャッターも手ぶれ補

正ユニット搭載タイプ等が堅調に推移いたしました。しかし第３四半期は、タイ国大洪水によって当社

グループの現地工場も被災し、操業を停止するに至りました。早期に代替地や被災した現地工場で生産

再開しましたが、洪水被害は当社グループの主要顧客、サプライヤーにも及び、これらの影響もあって

大幅売上減となっております。第４四半期からは、洪水影響からの完全復興を目指し、更なる受注拡大

に向けて積極的に取り組んでまいります。 
光学映像関連は、前期末に事業撤退した特殊レンズユニットやコンパクト型デジタルカメラ用レンズ

ユニットの商量減により、当分野の既存製品群の売上は前年同期比大幅減となりました。一方、デジタ

ル・オプティカルユニット（DOU）関連につきましては、第 2 四半期はデジタル一眼カメラ用交換レン

ズユニットやデジタルビデオカメラ用レンズユニットが伸長いたしました。しかし第３四半期は、タイ

国大洪水の影響によるデジタルカメラ関連製品の生産減により売上減となっております。今後はビジネ

スポートフォリオ転換の主導役を担う製品群、即ち、モバイル機器用手ぶれ補正ユニット、車載用レン

ズ、センサー用レンズ等の開発を進めており、引続きオプティカル事業の拡大を図ってまいります。 
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電子機器関連は、第 1 四半期に東日本大震災に伴う生産遅延や消費の低迷により、携帯電話用振動モ

ーター、デジタルカメラ用ズームモーターが販売減となりました。しかしながら、第２四半期に入り携

帯電話、デジタルカメラ両市場の回復傾向が顕著となり、特に海外大手携帯電話メーカーにおける増産

の動き、デジタルカメラ市場の活発化に伴う受注復活など、販売が急回復いたしました。第３四半期は、

タイ国大洪水の影響によりデジタルカメラ用ズームモーターの一部生産に影響が出たものの、携帯電話

用振動モーターの堅調な需要に支えられ、販売増となっております。引続き新市場における製品の着実

な立ち上げと新興国での拡販に努めてまいります。 
    部品関連につきましては、第２四半期まではコンパクト型デジタルカメラ向け製品の需要の伸び悩み

と価格下落で苦戦する一方、市場が拡がりを見せているデジタル一眼カメラ用製品（ミラーレス一眼含

む）のボディーマウント、レンズマウント、切削鏡筒部品等の販売が好調に推移いたしました。しかし

第 3 四半期は、タイ国大洪水の影響でメーカー各社からの受注の取り消しもあり、売上減となりました。

今後、当部門のスリー新戦略である医療機器、車載、家電機器等の分野に積極的に参入し、ビジネスポ

ートフォリオの転換に一層邁進してまいります。 
金型事業につきましては、新興国メーカーとの価格競争が一段と激化しておりますが、当社の精密技

術力の優位性を活かした高付加価値製品のラインアップ拡充と、国内・海外拠点相互の連携強化を図る

ことで短納期対応と生産効率の向上に取り組んでおり、これを加速し顧客ニーズに応えて売上増を目指

してまいります。 
     この結果、光学電子機器関連事業の売上高は前年同期比 28.1％減の 382 億 47 百万円となり、営業利益

（全社費用等控除前）は前年同期比 42.6％減の 48 億 27 百万円となりました。 
 
   ②システム機器関連事業 

システム機器関連は、新興国需要に支えられて市場が堅調に推移したこともあり、実装関連装置の売

上が増加いたしました。第４四半期以降も、同製品の商量拡大を図ると共にシリーズ製品の受注獲得に

よって売上の安定化と収益性の向上を目指します。また、工作機械関連では、当社の精密加工技術力を

活かして新たな案件の獲得、協業ビジネスの拡大等を進めることで事業基盤の拡大に努めております。 
この結果、システム機器関連事業の売上高は前年同期比 12.1％増の 44 億 87 百万円となり、営業利益

（全社費用等控除前）は前年同期比 32.3％増の 3 億 50 百万円となりました。 
 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 （総資産、純資産の状況） 
貸借対照表の変動と致しましては、第 4 四半期需要増等によるたな卸資産の増加がありましたが、第

３四半期売上減少による受取手形及び売掛金の減少や株価下落による投資有価証券の減少等により、前

連結会計年度末（平成 23 年３月末）と比べ総資産が 16 億９百万円減少となりました。 
 純資産につきましては、株主資本は利益剰余金等により増加しましたが、自己株式の取得や為替換算

調整勘定等の影響により 12 億 63 百万円減少しております。 
 
（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は56億１百万円となり、前連結会計年度末と

比較し８億25百万円の減少となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益24億 38百万円に加えて、減価償

却費や売上債権減少により、棚卸資産の増加があったものの、26億 19百万円の増加となりました。 
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投資活動によるキャッシュ・フローは、生産設備など固定資産の取得による支出40億 61百万円等に

より40億９百万円の減少となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加24億８百万円により、配当金の支払10億

99百万円等があったものの、８億98百万円の増加となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 
当社は期初の東日本大震災の影響に続き、欧州財政危機問題などを背景とした世界的な景気減速感

の広がり、円高・ドル安の進行など厳しい経営環境に直面する中、鋭意経営改善に取り組んでまいり

ました。しかし、10 月に発生したタイ国大洪水で当社連結子会社（日本電産コパル・タイランド株式

会社）が一時操業を停止するなど大きな影響を受け、現在本格回復に向け取り組んでおりますものの、

通期見通しとして大幅な減収・減益が見込まれますので、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益

について、下方修正いたします。 

また、配当予想につきましても、上記通期連結業績予想の修正を踏まえ、平成24年３月期の期末配

当予想を１株当たり２円 50 銭減配の７円 50 銭に修正いたします。これにより、年間配当金は１株当

たり17円 50銭となる予定であります。 

 

通期連結業績予想の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

(平成23年４月25日発表) 

百万円

75,000

百万円

7,500

百万円

7,100

百万円 

4,400 

円 銭

70.00

 

今回修正予想（Ｂ） 

 

57,000

 

5,000

 

4,700

 

2,200 

 

35.20

 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 

 

△18,000

 

△2,500

 

△2,400

 

△2,200 

 

―

 

増   減   率（％） 

 

△24.0

 

△33.3

 

△33.8

 

△50.0 

 

―

 

前期実績(平成23年３月期) 

 

73,131

 

8,113

 

7,459

 

2,039 

 

32.45

（注）上記の業績予想等につきましては、本資料の発表日現在における入手可能な情報に基づき判断

したものであります。従いまして、実際の業績は様々な要因により、この業績予想等とは異な

る場合があります。 

 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 
    有形固定資産の減価償却方法は、主として定率法を採用していましたが、当連結会計年度より定

額法に変更しております。これは、国内工場の主な役割がこれまでの量産を主とした生産工場から、

海外生産拠点への技術支援を主とする生産支援機能へシフトしているためです。これにより国内設

備の汎用化、使用状況の平準化等が進み、投資の効果や収益貢献が安定的に発生することが見込ま

れます。 
     また、国内への設備投資も本社の新社屋等、サービスセンター機能への投資が中心となるため、

使用可能期間にわたり取得原価を均等に期間配分することで、より適正な費用と収益の対応を図り、

経営実態を的確に反映させるものであります。 
 この変更により、営業利益は２億 14 百万円、経常利益及び税金等調整前当期純利益は２億 20 百

万円、それぞれ増加しております。 
 
（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 
  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会

計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第 24 号 平成 21 年 12 月４日）及び

「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 24 号 平

成 21 年 12 月４日）を適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,778 5,601

受取手形及び売掛金 17,557 13,981

電子記録債権 － 115

商品及び製品 493 1,080

仕掛品 5,899 6,486

原材料及び貯蔵品 3,158 4,196

繰延税金資産 1,720 1,411

関係会社預け金 649 －

未収保険金 － 3,569

その他 427 1,302

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 35,682 37,742

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,676 4,953

機械装置及び運搬具（純額） 6,701 6,162

工具、器具及び備品（純額） 4,031 2,769

土地 3,655 3,576

リース資産（純額） 277 142

建設仮勘定 2,426 2,093

有形固定資産合計 22,768 19,697

無形固定資産 237 210

投資その他の資産   

投資有価証券 2,416 1,931

出資金 58 58

繰延税金資産 337 296

前払年金費用 5,207 5,165

その他 103 100

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 8,124 7,552

固定資産合計 31,130 27,460

資産合計 66,813 65,203
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,611 8,438

短期借入金 400 2,808

リース債務 149 145

設備関係未払金 1,053 390

未払法人税等 424 207

賞与引当金 753 261

その他 1,961 2,272

流動負債合計 14,354 14,522

固定負債   

リース債務 249 140

繰延税金負債 920 548

退職給付引当金 557 553

債務保証損失引当金 17 17

負ののれん 36 34

その他 123 96

固定負債合計 1,905 1,391

負債合計 16,260 15,914

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,080 11,080

資本剰余金 12,524 12,524

利益剰余金 26,602 26,972

自己株式 △167 △464

株主資本合計 50,040 50,112

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 304 73

為替換算調整勘定 △2,241 △3,521

その他の包括利益累計額合計 △1,936 △3,447

少数株主持分 2,448 2,623

純資産合計 50,552 49,289

負債純資産合計 66,813 65,203
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 57,204 42,735

売上原価 45,898 35,105

売上総利益 11,306 7,629

販売費及び一般管理費 4,481 4,210

営業利益 6,824 3,419

営業外収益   

受取利息 7 15

受取配当金 51 57

負ののれん償却額 1 1

助成金収入 － 262

その他 125 79

営業外収益合計 186 415

営業外費用   

支払利息 10 11

為替差損 723 335

一時帰休労務費 42 290

その他 28 22

営業外費用合計 804 659

経常利益 6,207 3,175

特別利益   

固定資産売却益 18 27

固定資産受贈益 － 145

貸倒引当金戻入額 9 －

受取保険金 － 4,851

その他 0 0

特別利益合計 27 5,024

特別損失   

固定資産除売却損 122 102

固定資産圧縮損 － 145

災害による損失 － 5,512

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 33 －

ＰＣＢ撤去費用 13 －

その他 － 0

特別損失合計 169 5,761

税金等調整前四半期純利益 6,065 2,438

法人税、住民税及び事業税 951 403

法人税等調整額 480 226

法人税等合計 1,431 630

少数株主損益調整前四半期純利益 4,634 1,808

少数株主利益 452 339

四半期純利益 4,182 1,469
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,634 1,808

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △128 △230

為替換算調整勘定 △1,548 △1,444

その他の包括利益合計 △1,676 △1,675

四半期包括利益 2,957 133

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,732 △41

少数株主に係る四半期包括利益 225 174
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,065 2,438

減価償却費 2,950 2,623

負ののれん償却額 △1 △1

受取保険金 － △4,851

災害損失 － 5,512

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 33 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18 △2

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △0

その他の引当金の増減額（△は減少） △465 △486

受取利息及び受取配当金 △59 △72

支払利息 10 11

固定資産除売却損益（△は益） 104 74

売上債権の増減額（△は増加） 377 3,292

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,468 △4,577

未収入金の増減額（△は増加） △175 △478

仕入債務の増減額（△は減少） △2,827 △927

未払金の増減額（△は減少） △86 △32

その他 △373 △500

小計 4,092 2,022

利息及び配当金の受取額 59 72

利息の支払額 △12 △11

法人税等の支払額 △1,857 △767

法人税等の還付額 △40 232

保険金の受取額 － 1,071

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,242 2,619

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △5,049 △4,061

固定資産の売却による収入 20 55

貸付金の回収による収入 0 0

その他 △26 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,055 △4,009

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 684 2,408

自己株式の取得による支出 △0 △297

セール・アンド・リースバックによる収入 277 －

リース債務の返済による支出 △80 △112

配当金の支払額 △1,257 △1,099

財務活動によるキャッシュ・フロー △376 898

現金及び現金同等物に係る換算差額 336 △334

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,852 △825

現金及び現金同等物の期首残高 8,632 6,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,779 5,601
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  該当事項はありません。 

   

   

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

                                          （単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。 

                          （百万円） 

 ※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の本社部門及び基礎研究に係る費用であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

       

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）  

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          （単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。 

                          （百万円） 

 ※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の本社部門及び基礎研究に係る費用であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
光学電子機器 

関連事業  

システム機器 

関連事業  
合計 

調整額 

（注）１  

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２  

 売上高               

外部顧客への売上高    53,201    4,003  57,204  －  57,204

セグメント間の内部売上

高又は振替高      
   424    4   429  △429  －

 計  53,625   4,008  57,633  △429  57,204

 セグメント利益   8,408   265   8,673  △1,848  6,824

  前第３四半期連結累計期間

セグメント間取引消去 0

全社費用※ △1,848

合計 △1,848

  
光学電子機器 

関連事業  

システム機器 

関連事業  
合計 

調整額 

（注）１  

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２  

 売上高               

外部顧客への売上高    38,247    4,487  42,735  －  42,735

セグメント間の内部売上

高又は振替高      
   11    0   11  △11  －

 計  38,258   4,487  42,746  △11  42,735

 セグメント利益   4,827   350   5,178  △1,759  3,419

  当第３四半期連結累計期間

セグメント間取引消去 △0

全社費用※ △1,759

合計 △1,759
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 ２． 報告セグメントの変更等に関する事項 

       事業セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更  

         当社は「会計方針の変更等」に記載のとおり、当第1四半期連結会計期間から、有形固定資産の減価償却

方法について、定率法から定額法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ

て「光学電子機器関連事業」で214百万円セグメント利益が増加し、「システム機器関連事業」は３百万円

セグメント利益が減少しております。 

   

   

  該当事項はありません。 

   

   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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４.四半期連結決算概要 
 

 
平成 24 年 1 月 24 日 

日本電産コパル株式会社 
 

平成 24 年３月期（第 76 期）第３四半期連結決算概要 
 
１． 連結業績の状況                            （百万円未満切捨て） 
 

当 第 ３ 四 半 期 
（ 累 計 ） 

前 第 ３ 四 半 期
（ 累 計 ）

当 第 ３ 四 半 期 前 第 ３ 四 半 期
 

自 平成 23 年４月 １ 日 
至 平成 23 年 12 月 31 日 

対前年
同期 
増減率 自 平成 22 年４月 １ 日

至 平成 22年 12月 31 日
自 平成 23 年 10 月 １ 日
至 平成 23 年 12 月 31 日 

対前年 
同期 
増減率 自 平成 22 年 10 月 １ 日

至 平成 22 年 12 月 31 日

百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 百万円
売 上 高 

42,735 △25.3 57,204 10,759 △37.6 17,244

営 業 利 益 
3,419 

(8.0%) △49.9
6,824

(11.9%)
704 

(6.5%) △64.9 
2,006

(11.6%)

経 常 利 益 
3,175 

   (7.4%) △48.8
6,207

(10.9%)
762 

(7.1%) △59.1 
1,865

(10.8%)

四 半 期 純 利 益 
1,469 

(3.4%) △64.9
4,182

(7.3%)
△169 

(△1.6%) - 
1,145

(6.6%)
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 23.40 66.54 △2.67 
 

18.23
  潜  在  株  調  整 後 

１株当たり四半期純利益 - - - 
 

-
※（ ）内は、対売上高比率 

 
２． 連結財政状態 
 

  当 第 ３ 四 半 期 末 前 第 ３ 四 半 期 末 前 年 度 末
百万円 百万円 百万円

総 資 産 
65,203 68,934 66,813

純 資 産 49,289 52,143 50,552
％ ％ ％

自 己 資 本 比 率 
71.6 72.4 72.0
円 銭 円 銭 円 銭１ 株 当 た り 

純 資 産 746.70 793.82 765.36
 当 第 ３ 四 半 期 （ 累 計 ） 前 第 ３ 四 半 期 （ 累 計 ） 前 年 度

百万円 百万円 百万円営 業 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 2,619 2,242 6,692
投 資 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △4,009 △5,055 △7,476
財 務 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 898 △376 △1,097
現 金 及 び 
現 金 同 等 物 
期 末 残 高 5,601 5,779 6,427

 
３． 配当の状況 
 

 第 ２ 四 半 期 末 期 末 合 計

円 銭 円 銭 円 銭
２ ３ 年 ３ 月 期 

10.00 7.50 17.50

２ ４ 年 ３ 月 期 10.00 ――― ―――

２ ４ 年 ３ 月 期 （ 予 想 ）        ――― 7.50 17.50
 
４．連結範囲及び持分法の適用に関する事項 
   連結子会社数 12 社  持分法適用会社数 －社 

＜前期末（平成 23 年３月）比の異動状況＞ 
連結  （新規） －社 （除外） －社  持分法  （新規） －社 （除外） －社 

    ＜前年同期末（平成 22 年９月）比の異動状況＞ 
   連結  （新規） －社 （除外） －社  持分法  （新規） －社 （除外） －社 
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